
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○創意工夫ある授業づくり 学力向上推進員 委員 教頭： 校長
教務主任：

○家庭学習習慣の定着 学年主任：（２年） （３年）
（１年学年主任） 教科主任

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や生徒・教員へのアンケート等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的事項を理解しようと努 ・授業に目的意識をもって臨み，学んだこ ・授業の復習となる課題や反復を伴うプリン ・これまでの取り組みを継続して
める生徒が多い とを習熟している ト・ワークを課し，それらの確認を丁寧に行 いく

う
●テスト後の復習等が不十分であり，家 ・毎日，家庭学習の時間を確保し，予習
庭学習の十分な時間確保には至って 復習が習慣化している ・テスト後の復習等の重要性を理解させ，自
いない 主ノート等に復習することを習慣化させ

る

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○話し合い活動の良さを認識している ・言語能力を高めていく ・多様な教材及び活動形態を取り入れ，伝 ・これまでの取り組みを継続して
生徒，考え方や解き方，根拠を問う問 表現が工夫できる え合う活動を積極的に設定する いく
題に意欲的に取り組もうとする生徒 理由が述べられる
が多い 思考の過程を説明できる ・考え方や解き方，根拠を問う問題をテスト

や課題，制作等に取り入れる
●自分の考えや意見を表現することに
消極的な生徒が多い ・教員が相互に授業参観を行う

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○日常生活に関連し多様な考え方がで ・始業時の準備を徹底し，授業中のルー ・授業の最初にめあてを提示し，最後には ・これまでの取り組みを継続して
きる課題に意欲的に取り組もうとする ルを守り，周りとともに学び合える ふり返りを行う いく
生徒が多い

・自ら疑問や課題をもって，主体的に取り ・コンピュータ等（ ICT ）の効果的な活用を
●自ら疑問や課題をもって授業に臨む 組む 図る
生徒は少ない
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石井中学校

「学力向上実行プラン」
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